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注意事項 

(１) 試験開始の合図があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。 

(２) この問題冊子の１ページから問題が掲載されています。 

(３) 試験時間中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚

れ等に気づいた場合は、手を挙げて監督者に知らせてください。 

(４) 解答は必ず［小論文 1］の解答は［小論文 1］の解答用紙に、［小論文 2］の

解答は［小論文 2］の解答用紙に、記入してください。 

(５) 下書き用紙は回収しません。（解答用紙取り違えの申出には一切応じません） 

(６) 参照は不可となっています。 

(７) 解答用紙の取替え、追加配布はしません。 

(８) 試験問題の内容等について質問することはできません。 

(９) 問題冊子の余白等は適宜使用して構いません。 

(１０) 試験終了後、問題冊子、下書き用紙は持ち帰ってください。 
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[小論文１] 

 
以下の会話文を読み、続く問いに答えなさい。 

 

Ｂ（Ａ教授の妻） 

 あなた、ゴロゴロしてないで、少しは仕事をしたらどう。そんな調子じゃきっと周り 

からずいぶん嫌がられていると思うわ。 

Ａ教授  

そうだねえ。事務の人たちの評判は最悪だろうな。書類の提出は、締切りを守ったこ 

とがないからね。授業の方はそれなりに準備して、シラバスに書いたことは一応しゃ 

べっているつもりだけど、学生諸君の評価はよくない。 

Ｂ  それじゃあ、ほかの先生方には、Ａ教授は全然働いていないように見えてるでしょう

ね。教員人生も残りわずかなんだから、少し奮起してみたら。 

Ａ  奮起するような機会があれば、そうするよ。でもね、ほら、アリの社会に働きアリの

群れがいることを知ってるだろ。あの働きアリの中にも、けっして働かない連中が二

割はいるそうだよ。 

Ｂ  自分はその連中と同類だと言いたいわけね。でも、どうしてほかのアリたちは働かな

い連中を追い出さないのかしら。まっとうなアリたちだけで仕事をすれば立派な社

会になるでしょうに。 

Ａ  そうくると思った。実際そういう実験をやった人がいるらしいんだが、働かないアリ

を何度追い出しても、それまで働いていたアリの中から、働かないやつがまた二割ぐ

らい出てしまうんだそうだ(1)。 

Ｂ  へぇー、それは面白い。あなたを追い出しても、誰かほかの先生が働かなくなっちゃ

うということかな。 

Ａ  そうそう。ぼくがいるおかげで、学部全体としてうまく機能しているわけだ。だから、

ぼくのことをそう悪く言ってもらっちゃ困るな。 

Ｂ  ところで、あなた、パソコンは上手に使えるようになったの？ 明日からオンライン

講義が始まるんでしょ？ 

Ａ  それそれ、そのパソコンというのがよくないんだ。ぼくのようにパソコンを使いこな

せない人間がいる社会はまだ健全なんだ。みんながあたりまえのようにこれを使っ

てテレワークをするようになると、きっと社会はおかしくなってしまうよ(2)。 

 

問１  下線部(1)にいう「働かない働きアリ」の存在意義について、自由に想像を巡らし、

あなたの考えるところを 500字程度でまとめなさい。 

問２  下線部(2)のようにＡ教授が主張する理由を推測し、あなたの意見を 500字程度で

まとめなさい。 
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[小論文２] 

 

下記の【課題文】を読み、その内容を踏まえた上で、【問 1】と【問 2】に答えてください。 

解答は、解答用紙［小論文２］に記入してください。［小論文２］では、字数指定はありま

せん。解答の際には問いの番号を明記して解答してください。 

 

 

【課題文】 

  ＜省略＞ 

     ＜社説 読売新聞 2022年 9月 2日より＞ 

 

 

【問 1】（20点）  

 豪雨災害に関連して気象庁が今年から始めた制度についての現状と、それについてのあ

なたの見解を記載しなさい。 

 

【問 2】（30点） 

 豪雨の際の高齢者の避難について、その課題と現状、課題文の提言をまとめた上で、あな

たの見解を記載しなさい。 

 


